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	単元（教材）名
	三角形と四角形（２年生）

	学習目標
	長方形を，特定の方法で折ったり切ったりしてできた四角形について，角の形や辺の長さを調べる活動を通して，角がみんな直角で，辺の長さがみんな同じ四角形になっていることに気付き，このような特殊な四角形を，正方形ということが分かる。

	メディア活用の意義
	≪コンテンツの概要≫
　パワーポイントで作成した，四角形の横の辺の長さが連続的に変化していくところを表した素材。
≪使用目的≫

　長方形の辺の長さを変えていくと，縦と横の辺の長さが同じになったときに正方形になることから，正方形は長方形の中の特殊な形であることに気付くとともに，辺の長さも図形を構成する要素であることが分かるようにする。

	学習内容・活動の実際
	評価と指導・援助
	メディア利用と環境

	１．長方形の紙を折ったり切ったりして，別の四角形をつくる。


　　　　　　　 →　　　　　　　→

　　　　　　　折る　　　　　　切る

・これも長方形かな。

・“ましかく”みたいになったよ。


２．個人追究に取り組む。
・直角カード※や三角定規を使って，４つの角の形が直角になっているかどうか調べる。

・紙を折ったり，ものさしを使ったりして，それぞれの辺の長さが同じかどうかを調べる。

３．全体交流をする。

・角の形が４つとも全部直角だったよ。

・辺の長さを調べたら，４つとも全部同じだったよ。

・やっぱり“ましかく”だ。

４．“正方形”について知る。


５．長方形の辺の長さが変わる動画を見て，長方形と正方形の関係を知る。
・長方形の，辺の長さが縦も横も同じになった形が正方形なのだな。

６．様々な図形の中から正方形を見付ける練習問題に取り組む。
	・紙をまっすぐに折ったり切ったりすることが難しい子には，折り目や切り取り線が付いている紙を与える。

※これまでの学習過程で，自分で上質紙を直角に折って作った「直角カード」を活用できるようにする。
・長方形との違いについて問い掛け，気付かせる。

・正方形であることをパワーポイントの動画で確認することで，辺の長さによって，長方形か正方形かが分かると気付けるようにする。
	・教室環境
　普通教室

・視聴覚機器

　コンピューター

（１台）
　テレビ

・ソフト

　パワーポイント



	○授業の成果と今後の課題
	・動画を見ながら「あ，正方形になった。」と気付く姿があった。
・動画の四角形にメモリを入れて，子どもが自分で長さに着目すればよいことに気付けるようにするとよい。


できた四角形のとくちょうをしらべよう。





できた四角形は，かどがみんな直角で，へんの長さがみんなおなじ四角形です。これを正方形といいます。





評価規準（知識・理解）


　角の形が全て直角で，辺の長さが全て同じ四角形を正方形ということが分かる。








